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【はじめに】光駆動型マイクロアクチュエータは、エネルギーの供給がワイヤレスで可能であり、

電気的ノイズの影響がないことから、有用性の高いマイクロ／ナノロボットの動力として注目さ

れている。我々は、反応性高周波マグネトロンスパッタ法により作製されたアモルファス窒化炭

素（a-CNx）薄膜は、可視光照射によって一時的な体積変化を起こすことを発見し[1, 2]、この光駆

動機構として活用することを目指している。これまで照射光の波長依存性[3]、反応速度[4]などを

報告してきた。また、数秒オーダーの光照射時間では光照射と光停止で可逆的に体積変化するこ

とを示した[2]。本研究では、長時間の光照射が体積変化に及ぼす影響について調べた。 

【実験方法】a-CNx薄膜は反応性高周波マグネトロンスパッタ法を用いて作製した。ターゲットに

はグラファイト、反応ガスには窒素ガスを用いた。投入電力を 85 W、ガス流量を 3 sccm、反応圧

力を 0.12 Torrで一定とし、成膜温度を 300 ℃とした。基板は厚さ 50 mの SiO2を用いた。光照

射による試料の曲がり量は光てこ法を用いて評価し、曲がり量の検出には位置検出素子（PSD、

浜松ホトニクス社製 S3931）を使用した。励起光源は 150 Wの Xeランプを使用し、試料全面に光

を照射した。照射時間は約 8時間とした。 

【結果・考察】一方を固定した a-CNx/SiO2試料に光を照射した場合、光照射開始後約 7秒までは

急速に膜側に曲がる。ここで光照射を止めた場合、試料は元の状態に戻る。さらに光照射を続け

ると試料はゆっくりと曲がり続け、約 2時間後に変形は停止した。その状態は約 8時間維持され

た。ここで光照射を停止したところ、直ちに光照射前の状態に戻ろうと試料は動き始めたが、完

全には元の位置に回復しなかった。XPS の結果から、可逆的な体積変化では窒素含有率の変化は

なかったが、8 時間照射後の試料では窒素含有率の低下が見られた。また、長時間の光照射によ

って化学結合状態が変化していることも明らかとなった。 
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